
令和
３年度

小学校
国語

小学校
算数

中学校
国語

中学校
数学

本県
（公立） 64 69 63 56
全国

（公立） 64.7 70.2 64.6 57.2

本県の学力の現状 資料２
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本県の学力の課題

※肯定的回答の全国平均との差

「思考力・判断力・
表現力」

⇒予測不能で変化の激し
い社会の中で、自ら課題
を見つけ、既得の知識を
関連付けて解決策を考え
ることができる力

今求められる学力
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「学力」や「学力を支える力」を可視化〇とっとり学力・学習状況調査で見えるもの

〇個別の「学力レベル」が見える
〇個別の「学力の伸び」が見える
〇個別の「学力を支える力」の状況が見える
〇「学力の伸び」と「学力を支える力」を関連付けて
見える

とっとり学力・学習状況調査

個別の児童生徒の５
年間（小４～中２）
の伸びを継続して把
握し、個別最適化し
た学習につなげる

鳥取県独自の
データに基づく
個に寄り添った
指導・支援ができる

「今求められる学力」をすべての児童生徒に身に付けさせるためには、平均点だけでは見取れ
ない個別の学力の伸びや学習状況を把握することが必要であり、とっとり学力・学習状況調査に
よって把握した状況を基に一人一人の児童生徒を確実に伸ばしていく教育を進める必要がある

〇とっとり学力・学習状況調査導入のねらい
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鳥取県の学力向上に向けた方向性

＊すべての子どもの力を発揮させ、成⾧させる
＊教師の努力に光をあてる

＊「学力の伸び」と「学力を支える力（学習意欲や自制心、
計画的に学習を進める力など）」に因果関係あり

＊見えにくい子どもの変化をデータ基に読み取る

＊学習指導要領に示される今後の社会の変化に必要な学力

全県的な課題や授業改善の方向性が分かる「全国学力・学習状況調査」と、児童生徒一人一人
の伸びを把握し個に寄り添った指導に生かせる「とっとり学力・学習状況調査」を学力向上のた
めの両輪として、「今求められる学力」を付ける授業改善を全県で推進する。
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学力向上施策の実施

学力向上に関する市町村連携強化事業 「未来を拓くとっとり学力向上プロジェクト」

“今求められる学力”
の一層の向上・推進

活用力を育成する授業づくりの推進
・研修パッケージの作成・配布
・エキスパート教員による研修動画の作成
・学校への集中支援の実施
・活用問題集「B-PLAN」、小学校算数単元到達
度評価問題の配布・活用

教員の資質向上
・授業改善研修会の開催（国語、算数・数学）
・学力向上研修会の開催（小学校算数）
・（新）中学校定期考査改善研修の開催

（国語、数学、英語）
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【参考】鳥取県の学級編制基準

令和７年度

完成（予定）

平成２４年度から

令和３年度まで

単県費 新200万円協力金 現行200万円協力金

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６

30 30 30 30 30 30

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６

30 30 35 35 35 35

全国初！

国に先行した県内小学校全学年への30人学級導入案
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